
※ この予定表はあくまでもおおよその目安です。個々の身体能力、体調等により経過は様々です。

※ ご不明な点はお気軽にスタッフにおたずねください。

患者さん
ご家族
への説明

安静・活動

排泄

薬剤

食事

・ 創部の痛みがなく安心して過ごすことができる

・
・

手術着に着替え、手術室に入室します
点滴を行う場合があります

・ 目が覚めたら、点滴の針を抜きます

検査

治療
処置

患者の達成目標

・
・

手術の予定や注意点が理解できる
安心して手術を受けることができる

日付 /

経過 入院（手術前） 退院(手術後）

シャント手術（日帰り入院）を受ける患者さんへ

患者名 様 主治医 担当看護師

2025年02月　改訂

・ 胸のレントゲンがあります

・

・

普段使っている飲み薬、塗り薬、貼り薬、水薬、目薬を確
認します
持参薬はそのまま継続して下さい
（ただし、血糖降下剤、インスリンについては確認します）

・ 内服薬はすべて内服します

・ 昼食は欠食です
（飲水は少量可です。間食もできません）

・
・

目が覚めたら、飲水、食事ができます
間食は控えて下さい

・
・
・

医師が治療について説明します
手術同意書にサインをいただきます
転倒、転落に注意して下さい（退院まで）

・
・
・
・

手術した腕を安静にして下さい
痛みがある場合は、痛み止めを内服できます
当院への再診がある場合は、予約票を渡します
退院時に渡す書類があります

・ 制限はありません 目が覚めたら、歩行可です
（ご心配でしたら、看護師をお呼び下さい）

・

・ 制限はありません



※ この予定表はあくまでもおおよその目安です。個々の身体能力、体調等により経過は様々です。この表より達成が遅れると治りが悪いということではありません。

※ ご不明な点はお気軽にスタッフにおたずねください。

・医師が今後の検査予定や治療方針につ

いて説明します

・医師、看護師、薬剤師が退院後の生活

やお薬に関する説明をします

患者さん

ご家族

への説明

・緑内障や前立腺肥大がある方はお知ら

せください

・同意書が必要です

・医師が治療について説明します

・眼鏡、コンタクト、入れ歯、指輪など

金属や湿布類は外してください

・吐き気、腹痛、気分不良などありまし

たら看護師にお知らせください

・痛みが強い時は痛み止めを使います

・創部痛があればお知らせください

清潔

・シャワー浴ができます ・入浴できません

・希望があれば朝早い時間にシャワー浴

ができます

・体拭き用のタオルをお渡しします

排泄

・特に制限はありません

・排尿がベッド上で不安があれば、尿の

管を入れることができますので、お知ら

せください

・治療に呼ばれたらトイレを済ませてください ・看護師が体を拭きます

安静・活動

・特に制限はありません ・翌朝までベッド上安静です

・起き上がることができません

・　時間後から上体を　度まで起こすこ

とができます

食事

・食事がでます

・

・午後に治療するため、昼食はありませ

ん

・朝から飲んだり食べたりできません

（薬を飲む程度の飲水は可能です）

・午前中に治療する場合は、朝食はあり

ません

・午後に治療する場合は、昼食はありま

せん

・朝食は食べられます

・昼食は手術後に食べられます

・昼食は食べられません

・治療終了後から寝たままで水分をとる

ことができます

・目が覚めて飲水できれば食事が食べら

れます

・通常通り食べられます

薬剤

・普段使っている飲み薬、塗り薬、貼り

薬、水薬、目薬を確認します（病院で同

じものをすぐに用意できない場合があり

ます）

・血がさらさらになるお薬を飲んでいま

せんか

・中止薬があれあれば、薬剤師または、

看護師よりお伝えします

検査

・採血があります

・今後の方針が決定する

・治療方針（退院または治療継続）が決

定し理解できる

・合併症なく退院できる

治療

処置

・足の付け根の毛をそり、足の甲にマ

ジックで印をつけます

・弾性ストッキングのサイズを測ります

・術衣に着替えます

・10時頃から点滴をします

・血栓予防のため、弾性ストッキングを

履きます

・ストレッチャーに移り、検査室へ移動

します

・穿刺した所に止血ベルトを巻きます

・血栓予防のため、ひざ下から足先に空

気式マッサージ機を付けます

・　時間後以降にベルトをゆるめます

・心電図モニターをつけます

・心電図モニターを装着します

・場合によっては酸素マスクを使用しま

す

・１時間毎に体温、脈拍、血圧を測りま

す

・朝、医師が穿刺した部位を確認します

・安静時間が過ぎたら、弾性ストッキン

グを外します

達成目標

・治療について理解し同意できる

・検査に対し、心身の準備ができる

・検査の準備を整えることができる

・検査、治療の必要性、内容、合併症を

理解できる

・痛みが和らぎ入院中過ごすことができ

る

・手術の準備ができる

・手術について理解できる

・穿刺部からの出血がない

・安静を守ることができる

・体温、脈拍、血圧が安定している

・痛みをコントロールできる

・脱臼予防部位を理解することができる

・合併症（腹痛、発熱）がない

・安静解除できる

・創部痛がコントロールできる

・合併症（腹痛、発熱、嘔吐）がない

検査後２日目 検査後３日目 検査後４～７日目（退院または治療継続）経過 入院日(検査前日） 検査当日（検査前） 検査当日(検査後） 検査後１日目



下記URLのイラスト以外は使用しない
参考イラスト↓
https://www.kango-roo.com/
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